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同
州
戦
船
の
建
造

側
寧
兵
の
保
有

制
箪
兵
の
補
充
・
寧
籍
の
保
管

側
訴
訟
の
処
理

間
軍
政
の
不
正
摘
発
、
武
官
人
事
へ
の
関
与

結

緒

言

南
宋
は
金
・
モ
ン
ゴ
ル
と
い
う
北
の
軍
事
的
脅
威
を
常
時
受
け
て
お
り
、
そ
の
た
め
軍
事
費
の
捻
出
を
第
一
の
課
題
と
し
つ
つ
国
家

財
政
の
組
織
化
と
運
営
が
な
さ
れ
た
。
長
い
国
境
線
上
に
配
置
さ
れ
た
諸
箪
の
兵
砧
補
給
業
務
を
一
手
に
担
っ
て
い
た
の
が
全
国
で
四

カ
所
設
置
さ
れ
た
総
領
所
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
従
来
は
、
主
に
秦
檎
の
紹
興
和
議
に
お
け
る
政
治
史
的
意
味
づ
け
や
、
官
制
・

（

1
〉

附
属
機
関
や
沿
革
と
そ
の
大
体
の
機
能
が
考
察
さ
れ
、
補
給
物
資
の
品
目
と
仰
給
地
の
復
元
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
内
河
・

川
上
両
氏
の
研
究
は
そ
の
到
達
点
で
あ
り
、
前
者
は
総
領
所
前
史
、
総
領
所
の
所
属
機
関
、
総
領
所
の
性
格
の
推
移
に
考
察
の
重
点
が

（

2
）
 

置
か
れ
、
後
者
は
そ
の
財
源
に
視
点
を
す
え
て
、
各
種
財
源
項
目
を
列
挙
分
析
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
い
ま
だ
概
略
的
研
究
の

域
を
出
ず
、
必
ず
し
も
南
宋
の
国
家
と
財
政
に
対
し
て
積
極
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
し
得
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
研

究
に
み
ら
れ
る
四
総
領
所
を
一
括
し
て
分
析
す
る
方
法
に
は
、
各
総
領
所
の
性
格
に
差
異
の
あ
る
こ
と
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
が
断
片
的
な

も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
『
宋
舎
要
輯
稿
』
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
残
存
史
料
の
多
さ
か
ら
し
て
、
無
理
が
あ
る
。
本
稿
は
揚
州
の
対
岸
、

建
康
の
東
隣
の
鎮
江
に
置
か
れ
た
准
東
総
領
所
を
対
象
に
、
そ
の
諸
機
能
を
検
討
し
、
あ
る
意
味
で
南
宋
期
の
財
政
・
軍
事
を
解
く
鍵

（

3
）
 

と
も
言
え
る
各
総
領
所
に
関
す
る
、
徴
視
的
か
つ
網
羅
的
な
復
元
作
業
の
最
初
の
足
掛
り
を
得
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

准
東
総
領
一
所
は
回
総
領
所
の
中
で
は
最
も
東
寄
り
に
位
置
し
、
一
国
都
臨
安
へ
一
は
最
短
の
距
離
に
あ
る
。
紹
興
七
一
組
五
月
、
准
西



（
建
康
府

γ
湖
広
ハ
都
州
〉
総
領
所
と
と
も
に
設
置
さ
れ
、
鎮
江
府
と
准
南
東
路
各
地
に
駐
屯
・
出
成
し
て
い
で
る
都
統
司
・
一
ニ
街
等

の
「
大
草
」

l
i
南
宋
期
の
実
戦
部
隊
で
あ
り
、
准
水
か
ら
大
散
関
に
至
る
国
境
綜
上
に
配
備
さ
れ
て
い
た
！
？
に
対
し
、
江
南
諸
路

准東総領所の機能

の
供
給
す
る
物
資
を
以
て
す
る
補
給
を
担
当
し
て
い
た
。
二

日

一

七

二

五

0
年

代

一

二

ハ

O
牢

代

一

二

O
O頃

私
見
に
よ
れ
ば
総
領
所
体
制
は
、
創
立
期
（
南
宋
初
年
（
J

紹
興
後
期
〉
、
確
立
・
安
定
期
（
紹
興
末
・
乾
道
初
（
J

開
棲
用
兵
〉
、

一
二
七
九

変
質
期
（
開
嬉
用
兵
（
j

南
宋
末
）
の
三
期
に
一
応
時
期
区
分
が
で
き
る
。
回
総
領
所
の
中
で
は
滋
東
総
領
所
町
史
料
状
況
が
最
も
良

好
で
あ
る
が
、
基
本
史
料
で
あ
る
『
宋
禽
要
一
輯
稿
』
ハ
以
下
『
宋
曾
要
一
輯
稿
』
職
官
、
食
貨
、
刑
法
、
選
季
、
丘
一
は
、
そ
れ
ぞ
れ
会
職
、

一ニニ
0
年
代

会
食
、
会
刑
、
会
選
、
会
兵
と
略
称
〉
の
各
条
が
ほ
ぼ
嘉
定
期
ま
で
し
か
残
っ
て
い
な
い
せ
い
も
あ
り
、
史
料
拡
確
立
・
安
定
期
に
集

（

4
）
 

中

し

て

い

る

。

し

た

が

っ

て

本

稿

の

実

証

も

こ

の

時

期

が

主

た

る

対

象

と

な

る

。

一

一
洪
遥
「
港
東
纏
領
石
記
序
」
に
み
る
そ
の
職
務

総
領
所
と
そ
の
機
能
を
総
括
的
に
説
明
す
る
史
料
と
し
て
従
来
か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
も
の
に
、
会
職
制
／
弘
一
組
領
所
の
官
頭
部
分
、

同
制
／
必
紹
輿
十
一
年
五
月
四
日
、
『
宋
史
』
議
官
7
総
領
、
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
結
領
諸
路
財
賦
争
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に

よ
る
と
、
紹
輿
十
二
年
五
月
の
第
二
次
宋
金
和
議
の
前
年
に
東
南
三
総
領
所
が
置
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
物
資
の
補
給
地
域
を
分
担
し
、
主

と
し
て
財
政
機
能
を
果
し
つ
つ
、
同
時
に
独
自
の
軍
事
関
係
の
監
察
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
主
に

前
記
の
史
料
に
依
拠
し
つ
つ
総
領
所
像
を
描
い
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
准
東
総
領
所
の
機
能
に
関
し
て
は
、
恰
好
の
検
討
材
料
と
な
る

記
事
が
残
っ
て
い
る
。

43 

そ
れ
は
『
嘉
定
鎮
江
志
』
ロ
寓
治
の
条
の
、
紹
興
三
十
二
年
か
ら
隆
輿
二
年
に
か
け
て
准
東
総
領
で
あ
っ
た
洪
造
の
手
に
な
る
、
歴
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代
准
東
総
領
の
名
を
記
し
た
題
名
記
の
回
目
頭
部
分
で
あ
り
、
同
文
が
洪
造
『
盤
洲
文
集
』
犯
に
「
准
東
総
領
石
記
序
」
と
し
て
収
め
ら

（

5）
 

れ
て
い
る
。
主
要
部
分
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

：
・
：
そ
の
後
狭
人
来
り
て
和
を
約
し
、
我
が
師
の
遺
誠
に
在
る
者
み
な
欽
め
て
江
の
南
に
休
ま
し
め
、
中
都
官
を
分
ち
て
四
総
領

を
置
く
。
京
口
・
建
康
・
武
昌
と
萄
の
利
州
は
そ
の
理
所
な
り
。
京
口
は
蓋
し
山
陽
韓
俣
の
師
に
し
て
、
近
歳
又
江
陰
屯
ず
る
所

を
掌
る
。
制
お
よ
そ
供
軍
の
物
は
民
部
そ
の
貫
を
計
り
江
漸
敷
州
に
下
し
て
水
輪
陸
送
す
る
こ
と
虚
旬
な
じ
。
働
そ
の
稽
逗
を
督

し
、
そ
の
能
否
を
勧
め
て
刺
奉
の
楼
あ
り
。
。
頗
る
准
麗
の
算
す
る
所
、
酒
虚
の
揺
す
る
所
を
得
て
以
て
櫓
用
す
。
制
月
ご
と
に

諸
軍
作
る
所
の
戎
器
を
受
け
て
こ
れ
を
庫
に
蔵
め
、
個
歳
ご
と
に
笹
田
獲
る
所
を
収
め
て
こ
れ
を
官
に
踊
す
。
問
問
士
卒
を
招
選
す

い
れ
ず
み

れ
ば
別
ち
甲
乙
呼
排
し
て
こ
れ
を
庭
下
に
湿
し
、
制
老
疾
を
醐
汰
す
れ
ば
則
ち
秩
有
る
者
を
集
め
て
功
伐
を
第
す
る
こ
と
詮
注
の

法
の
如
く
す
。
制
川
萄
の
綱
馬
至
り
て
そ
の
良
鷲
を
別
く
れ
ば
則
ち
こ
れ
に
印
す
。
川
瀕
塞
の
互
市
有
れ
ば
則
ち
そ
の
要
を
骨

ぶ。

ωお
よ
そ
隷
す
る
所
に
関
わ
る
者
は
そ
の
訟
を
聴
く
。
附
或
い
は
遺
防
寧
政
不
常
の
事
な
れ
ば
則
ち
唯
だ
朝
廷
の
命
ず
る
所

の
み
。

ω虚
偽
を
察
し
、
出
内
に
謹
み
、
公
を
抱
き
、
私
を
滅
す
る
に
至
り
て
は
則
ち
そ
の
人
に
存
り
。
制
そ
の
表
臆
謝
慶
の
式

は
大
抵
外
蔓
に
同
じ
。
王
人
を
以
て
す
る
の
故
な
り
。
側
方
伯
・
部
使
者
の
上
に
序
せ
ら
る
。
問
所
謂
る
報
護
軍
馬
文
書
は
、
或

る
ひ
と
な
ほ
古
の
監
寧
の
ご
と
し
と
日
う
は
非
な
り
。

こ
こ
に
記
述
さ
れ
て
い
る
事
項
を
整
理
す
る
と
、

(A) 

「
大
軍
」
補
給
用
の
上
供
銭
物
の
調
達
輸
送
。

(B) 

そ
の
際
の
（
監
司
）
府
州
の
官
員
に
対
す
る
弾
劾
・
薦
挙
権
。

(C) 

准
南
塩
1
1
臨
時
の
措
置
か
、
後
述

l
！
と
酒
の
専
売
収
益
。

｛［め

（
府
州
）
寧
で
作
ら
れ
た
武
器
・
武
具
の
保
管
。



（巳

営
回
収
益
の
管
理
。

軍
兵
の
擁
汰
お
よ
び
そ
の
際
の
論
功
行
賞
」

四
川
か

軍
兵
の
補
充
一
。

制

「、（同

互
市
場
Lー

の
統
轄

制

所
轄
人
員
に
関
す
る
訴
訟
の
処
理
。

(K) 

辺
境
防
備
・

ら
の
戦
馬
の
選
別
。

(J) 

）
 
1
 
（
 

不
正
摘
発
・
爾
務
運
用
は
総
領
官
の

報
発
軍
馬
文
書
H
H
専
一
一
報
発
御
前
軍
馬
文
字
。

軍
政
に
関
し
て
、
規
定
の
無
い
事
態
に
つ
い
て
は
中
央
の
指
示
に
基
づ
い
て
行
う
。

（υ 

総
領
官
の
官
制
上
の
序
位
。

（

6）
 

ー
ー
と
な
る
。
さ
ら
に

ω
1刷
を
機
能
別
に
分
類
す
れ
ば
、

(0) 

任

文
書
の
形
式
。

制

制

准東総額所の機能

..－－－－－＂－ーーー「

監軍財
察事政
な関関
ど係係

｜｜！ 
(B) (D) (A) 

(J) (F) (C) 

(L) (G) (E) 

同（I)

伺仏）

(0) 

一
一
六
三

石
記
序
が
記
さ
れ
た
隆
輿
元
年
九
月
墳
と
い
う
の
は
、
紹
興
三
十
一
年
に
宋
金
聞
に
戦
端
が
聞
か
れ
た
後
よ
う
や
く
和
平
へ
の
見
込

み
も
み
え
は
じ
め
た
時
期
で
あ
り
、
准
東
総
領
所
が
補
給
を
担
当
し
た
准
東
各
地
に
も
多
数
の
軍
兵
が
居
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
洪

遥
が
総
領
官
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
金
の
海
陵
主
の
侵
攻
が
彼
の
死
と
と
も
に
頓
坐
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
金
圏
内
部
に
動
揺
が
生
じ
、

逆
に
南
宋
側
か
ら
反
攻
北
侵
を
行
っ
た
一
時
期
に
当
り
、
ま
さ
に
准
東
総
領
所
は
そ
の
機
能
を
フ
ル
に
回
転
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

故
に
、
こ
こ
に
記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
彼
が
実
際
に
総
領
官
と
し
て
ま
の
あ
た
り
に
し
、
彼
自
ら
が
行
っ
た
事
柄
で
あ
る
と
考
え

と
な
ろ
う
。

ら
れ
る
。
次
節
以
下
で
は
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
、
他
の
史
料
を
用
い
て
確
認
し
、
さ
ら
に
こ
こ
に
は
示
さ
れ
て
い
な

い
機
能
・
権
限
に
つ
い
て
も
考
察
し
、
准
東
総
領
所
機
能
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
み
る
。

45 
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財
政
な
ら
び
に
経
済
的
機
能

川
〈
銭
・
米
等
の
調
発
と
そ
れ
に
伴
う
権
限
〉

准
東
総
領
所
の
機
能
の
第
一
は
、
国
境
地
帯
の
准
東
そ
し
て
鎮
江
の
「
大
軍
」

l
l
一
二
街
・
都
統
司
1
1
兵
士
の
給
与
・
補
給
を
、

大
軍
の
後
方
に
あ
っ
て
担
当
す
る
こ
と
に
あ
り
、
諸
路
か
ら
銭
米
が
漕
運
さ
れ
て
き
た
。
会
職
H
U

／
臼
乾
道
一
万
年
八
月
二
十
五
日
に
は

あ
ち
ゆ
る

「
准
東
総
領
所
係
一
一
一
是
拘
引
催
、
江
東
・
新
西
州
郡
銭
米
一
」
と
あ
り
、
同
制
／
日
間
四
年
二
月
二
十
九
日
に
は
「
遂
路
州
軍
躍
有
糟
領
所

銭
米
去
庭
」
と
あ
り
、
准
東
総
領
所
は
江
東
・
漸
西
路
l
l
実
際
は
江
西
も
ー
ー
の
一
定
の
府
州
軍
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
銭
米
に
補
給

（

7
）
 

を
仰
い
で
い
た
。
こ
の
銭
米
は
同
担
／
笠
通
泰
二
年
十
月
一
日
に
「
新
准
西
総
領
王
補
之
奏
、
総
領
所
歳
計
係
下
朝
廷
科
コ
撞
州
軍
上
供

鐘
斜
一
際
担
副
支
遺
上
、
使
一
一
一
郡
守
壷
レ
敷
拘
椿
如
レ
期
解
護
、
不
レ
至
レ
有
レ
慎
二
指
準
（
揮
一
？
と
と
あ
り
、
『
盤
州
文
集
』
但
乞
令
漕
臣

備
競
観
運
舟
紛
割
子
に
は
「
臣
伏
見
、
諸
路
穂
領
官
只
以
ニ
科
捜
一
矯
ν
職
、
其
観
運
之
官
苧
別
漕
臣
所
ν
掌
」
と
あ
る
よ
う
に
、
H

総
領
所

の
費
用
は
、
戸
部
の
認
可
に
基
づ
い
て
各
総
領
所
が
特
定
府
州
に
対
し
て
そ
の
上
供
銭
米
を
某
総
領
所
用
と
し
て
指
定
し
割
り
付
け
、

各
知
府
州
は
そ
れ
に
よ
っ
て
銭
米
を
貯
積
・
管
理
し
、
時
期
を
き
め
て
綱
運
銭
米
と
し
て
送
り
出
し
、
こ
れ
を
沿
路
の
転
運
使
が
漕
運

（

8
）
 

を
統
轄
し
総
領
所
に
送
り
届
け
る
H

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
先
の
凶
に
当
る
。

上
供
と
な
ら
ん
で
准
東
総
領
所
の
財
政
収
支
中
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
の
が
、
和
纏
等
の
物
資
買
い
上
げ
で
あ
る
。
米
穀
は

（

9
）
 

江
西
で
和
擢
さ
れ
た
も
の
が
常
時
遠
路
鎮
江
ま
で
送
ら
れ
て
い
た
外
、
随
時
漸
西
で
和
擢
を
行
っ
て
お
り
、
准
東
で
も
米
の
和
鰹
や
馬

（

m）
一

一

九

四

料
の
収
擢
が
行
わ
れ
て
い
た
。
『
止
堂
集
』

5
論
准
新
皐
療
乞
通
米
商
伺
免
総
領
司
纏
買
奏
（
紹
照
五
年
間
十
月
〉
の
貼
黄
に
「
准
東

総
司
、
例
子
二
准
東
州
軍
一
有
ニ
擢
買
去
慮
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
買
い
上
げ
を
実
施
す
る
准
東
路
の
州
軍
県
鎮
も
決
ま
っ
て
い
た
。



又
、
馬
の
飼
料
の
大
麦
・
馬
草
は
准
東
を
そ
の
供
給
源
と
し
て
買
い
上
げ
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
和
纏
等
に
お
い
て
は
准
東
総

領
所
が
本
銭
を
出
し
、
或
い
は
園
都
の
左
蔵
西
庫
等
か
ら
本
銭
を
総
領
所
に
支
降
し
て
、
総
領
所
自
身
或
い
は
准
南
転
運
司
が
買
い
上

〈

日

）

げ
を
し
て
い
る
。
准
東
・
鎮
江
の
大
軍
補
給
用
の
米
・
大
麦
・
馬
草
の
買
い
上
げ
及
び
そ
の
保
管
は
、
准
東
総
領
所
の
統
轄
下
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

准東総領所の機能

あ
ら

国
境
地
帯
の
駐
屯
・
出
民
軍
の
補
給
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
た
め
、
総
領
所
は
そ
の
役
目
を
遂
行
す
る
に
際
し
て
「
醸

ゆ
る有
総
領
所
銭
米
去
虞
」
の
府
州
と
路
の
監
司
に
対
し
て
は
相
当
の
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
銭
物
を
送
り
出
す
滋
商
・
江

東
の
府
州
と
こ
れ
を
監
督
す
る
立
場
の
監
司
の
怠
慢
を
中
央
に
報
告
し
て
関
責
し
た
り
、
准
東
・
漸
西
・
江
東
路
府
州
官
僚
の
薦
挙
を

（立）

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
乾
道
四
年
に
な
る
と
、
漸
西
・
江
東
西
の
知
府
州
・
通
判
に
対
し
て
「
股
最
之
法
」
を
つ
く
っ
て
総
領
所
が
検

察
按
治
し
磨
勘
の
展
減
を
行
う
と
い
う
、
よ
り
明
確
な
形
で
の
勤
務
評
定
権
も
握
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ら
地
方
官
の
昇
進
問
題
に
ま

（
刊

M
〉

で
関
与
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
先
の
闘
に
当
る
。

（

H
H）
 

「
穂
領
所
銭
米
去
慮
」
と
い
う
銭
米
の
供
給
を
担
当
し
た
府
州
に
お
い
て
は
、
知
府
・
州
と
通
判
が
と
も
に
責
任
を
負
っ
た
。
就
中

一
一
七

0
年
代
一
ニ
二

0
年
代

通
判
は
、
総
領
所
側
か
ら
府
州
の
銭
米
担
当
役
と
し
て
適
役
だ
と
判
断
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
淳
煎
か
ら
嘉
定
年
聞
に
か
け
て
総
領
所

が
「
通
判
に
委
ね
て
専
ら
各
府
州
の
銭
米
を
拘
収
す
る
の
を
主
管
さ
せ
る
」
ょ
う
上
奏
し
、
そ
れ
が
許
さ
れ
て
い
る
記
事
が
い
く
つ
か

（お）

見
出
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
各
地
の
銭
物
は
准
東
総
領
所
の
治
所
H
H
鎮
江
へ
送
ら
れ
、
大
半
が
こ
こ
の
大
軍
倉
・
庫
に
儲
積
さ
れ
た
。
鎮
江
以
外
に
も

47 

准
東
の
要
地
に
は
大
軍
倉
庫
又
は
そ
れ
に
類
し
た
も
の
が
あ
っ
て
綱
運
の
交
受
を
し
て
お
り
、
出
民
兵
は
こ
れ
ら
の
准
東
の
倉
庫
か
ら

（

Mm）
 

補
給
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
詳
述
は
し
な
い
が
、
銭
米
を
送
り
出
す
府
州
と
同
様
、
こ
れ
ら
銭
米
を
受
領
・
管
理
す
る
州
軍
県
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又
総
領
所
と
の
関
係
を
密
接
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ

（
げ
）

り
、
准
東
で
の
供
給
業
務
の
円
滑
化
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
史
料
的
に
確
認
さ
れ
る
。

の
担
当
官
僚
に
つ
い
て
も
、
時
期
が
下
る
に
従
っ
て
出
来
る
だ
け
専
門
佑
さ
せ
、

ω〈
鎮
江
権
貨
務
都
茶
場
収
益
の
移
用
〉

南
宋
期
鎮
江
に
は
権
貨
務
都
茶
場
が
置
か
れ
て
准
東
総
領
所
に
附
属
し
て
お
り
、
そ
の
茶
塩
（
特
に
塩
）
を
中
心
と
す
る
専
売
収
益

（
路
）

の
九
割
が
総
領
所
用
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
先
の
石
記
序
制
に
み
え
る
「
准
瞳
」
と
い
う
記
述
で

あ
る
。
こ
の
時
期
国
家
歳
入
中
に
占
め
る
専
売
収
益
の
比
率
は
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
も
塩
の
収
益
が
大
宗
を
な

し
て
い
た
。
鎮
江
の
他
に
臨
安
・
建
康
に
も
棺
貨
務
が
置
か
れ
て
塩
紗
を
発
売
し
て
お
り
、
臨
安
の
行
在
務
場
は
歳
課
額
八

O
O万
貫

で
通
州
・
泰
州
・
高
郵
軍
・
楚
州
（
以
上
准
東
〉

－
秀
州
・
温
州
・
明
州
・
ム
ロ
州
の
塩
紗
を
発
売
し
、
建
康
務
場
は
歳
課
額
一
二

0
0

万
貫
で
通
州
・
泰
州
・
高
郵
軍
・
楚
州
の
塩
診
を
発
売
し
、
鎮
江
務
場
は
歳
課
額
四

O
O万
貫
で
臨
安
・
平
江
・
紹
興
府
の
塩
紗
を
発

（
股
）

売
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
准
東
総
領
所
に
そ
の
収
益
が
充
当
さ
れ
て
い
た
鎮
江
務
場
取
り
扱
い
の
塩
紗
は
「
両
新
瞳
」
の
塩
紗
で
あ
っ

「
准
南
瞳
」
の
そ
れ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
石
記
序
中
の
「
推
瞳
」
は
お
そ
ら
く
戦
時
危
急
下
に
お
け
る
臨
時
的
措
置
と
し
て
、

（
却
）

准
南
塩
収
益
が
准
東
総
領
所
に
移
用
充
当
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
鎮
江
務
場
は
中
央
か
ら
官
僚
が
派
遣
さ
れ
提
領
し
て
い
た
が
、

〈幻）

准
東
総
領
所
の
附
属
機
関
で
あ
っ
た
た
め
、
務
場
官
吏
の
推
賞
は
総
領
所
の
審
実
を
経
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
単
に
収
益

（忽）

を
受
領
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
総
領
所
が
塩
政
運
営
に
深
く
関
わ
る
よ
う
に
も
な
る
。

て、川
間
〈
贈
軍
酒
庫
運
用
〉

准
東
総
領
所
の
附
属
機
関
と
し
て
臆
軍
酒
庫
が
あ
り
、

（お）

酒
の
醸
造
・
販
売
に
よ
る
利
益
を
軍
費
に
充
て
て
い
た
。
『
嘉
定
鍍
江
志
』

ロ
庫
の
丹
徒
県
の
条
に
コ
戸
部
贈
軍
酒
摩
」
と
し
て
み
え
、
『
至
順
鎖
江
志
』
日
庫
の
酒
酷
庫
務
の
条
に
も
「
南
渡
以
後
、
箪
費
漫
慶
、



而
潤
（
H
H
鎮
江
〉
之
酷
利
漫
増
。
庫
務
棲
店
各
有
ν
所
ν
隷
。
日
本
府
也
、
総
所
也
、
戎
司
也
。
」
と
あ
り
、
鎮
江
府
・
鎮
江
都
統
司
管

下
で
も
酒
庫
経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
。
鎮
江
府
下
以
外
に
准
東
地
域
で
も
！
l
必
ず
し
も
総
領
所
管
下
の
も
の
と
は
い
え
な
い
が
｜
｜
、

（

M
A〉

楚
州
・
真
州
・
高
郵
軍
に
酒
庫
・
酒
房
の
存
在
が
確
認
で
き
、
お
そ
ら
く
収
益
は
さ
ほ
ど
見
込
め
な
い
が
、
買
撲
経
営
な
ど
に
よ
っ
て

運
用
も
楽
で
、
い
わ
ば
手
っ
取
り
早
い
財
源
と
し
て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
先
の
聞
に
当
る
。

同
〈
営
団
・
屯
田
の
統
轄

V

准東総領所の機能

南
渡
後
准
南
は
戦
火
に
さ
ら
さ
れ
土
地
が
荒
廃
し
人
口
も
減
少
し
た
が
、
准
南
を
経
済
・
軍
事
的
特
殊
地
域
と
し
て
テ
コ
入
れ
す
る

（

お

）

こ
と
は
国
家
の
急
務
で
あ
っ
た
。
営
・
屯
田
政
策
も
こ
う
し
た
背
景
を
持
っ
て
お
り
、
大
軍
の
長
官
の
都
統
制
と
総
領
官
が
中
心
と
な

っ
て
実
際
の
統
轄
業
務
を
行
っ
た
。
紹
興
十
三
年
に
准
東
の
営
回
官
荘
を
鎮
江
府
駐
割
御
前
軍
馬
都
統
制
と
と
も
に
提
領
す
る
こ
と
に

（

お

）

な
り
、
同
十
八
年
に
は
諸
草
の
営
田
主
管
官
の
考
課
を
行
い
磨
勘
を
減
じ
推
賞
す
る
に
は
総
領
所
が
保
明
を
し
、
磨
勘
を
廃
す
る
に
は

（幻〉

総
領
官
と
都
統
制
が
一
緒
に
中
央
に
報
告
し
た
上
で
行
う
こ
と
に
な
る
。
屯
田
に
つ
い
て
も
乾
道
元
年
に
東
南
一
二
総
領
官
と
両
准
・
湖

北
・
京
西
路
の
安
撫
・
転
運
使
が
み
な
「
兼
提
領
措
置
屯
田
」
の
職
事
を
帯
び
、
こ
の
と
き
「
兼
管
内
屯
田
」
を
帯
び
る
こ
と
と
な
っ

（

お

）

た
知
州
軍
の
上
位
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
末
端
業
務
と
し
て
は
、
営
団
夏
秋
二
料
の
う
ち
出
鰹
す
べ
き
稲
麦
が
総
領
所
に
交
納
さ
れ
て

〈

mm
）

（

初

）

い
る
の
や
、
屯
田
の
小
麦
雑
豆
等
を
准
東
総
領
所
が
拘
収
出
鰹
L
、
そ
の
価
銭
が
行
在
の
左
蔵
南
庫
に
送
ら
れ
て
い
る
の
や
、
准
西
の

（幻）

例
で
あ
る
が
管
下
管
国
軍
荘
の
夏
料
大
小
麦
と
秋
租
禾
稲
を
馬
料
に
充
て
て
い
る
の
や
、
農
民
か
ら
営
団
軍
荘
の
耕
作
者
を
召
募
し
た

（

窃

）

（

お

）

り
、
営
団
官
荘
の
官
兵
の
人
数
の
調
整
を
し
て
い
る
。

（

斜

）

准
東
・
鎮
江
に
分
散
し
て
い
る
軍
兵
へ
の
補
給
と
合
わ
せ
て
、
都
統
可
等
大
軍
の
牽
制
を
目
的
と
し
て
置
か
れ
た
総
領
所
が
、
准
東

49 

の
生
産
力
の
回
復
・
維
持
と
経
済
的
統
制
の
た
め
広
汎
な
権
限
を
与
え
ら
れ
、
結
果
的
に
以
上
の
よ
う
な
機
能
を
果
す
こ
と
と
な
っ
た
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と
理
解
で
き
よ
う
。
軍
兵
や
農
民
の
労
働
力
を
も
っ
て
経
営
さ
れ
る
営
屯
田
の
統
轄
に
、
都
統
制
と
と
も
に
携
わ
り
、
或
い
は
都
統
制

の
携
わ
る
こ
と
の
な
い
種
々
の
業
務
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
軍
政
へ
の
関
与
制
肘
と
い
う
財
政
機
能
と
な
ら
ぶ
総
領
所
の

今
一
つ
の
機
能
と
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
先
の
倒
に
当
る
が
、
営
屯
回
収
益
自
体
は
総
領
所
財
政
に
と
っ
て
は
二
次
的
な

も
の
で
あ
っ
た
。

同
〈
互
市
場
の
統
轄
〉

紹
興
十
二
年
に
和
議
が
結
ば
れ
、
准
東
で
は
貯
胎
軍
に
権
場
が
置
か
れ
て
、
こ
こ
で
南
北
の
物
資
が
取
り
引
き
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

（お
u

た
。
会
食
お
／
斜
紹
興
十
二
年
五
月
四
日
互
市
で
は
、
未
だ
権
場
が
置
か
れ
て
い
な
い
准
西
・
京
西
の
権
場
設
置
場
所
に
つ
い
て
総
領

官
と
転
運
使
に
議
定
さ
せ
て
お
り
、
同
十
七
日
に
は
両
准
地
域
で
の
私
貿
易
の
と
り
し
ま
り
を
行
う
よ
う
准
東
総
領
胡
紡
に
詔
が
下
さ

れ
て
い
る
。
同
総
／
お
同
八
月
十
九
日
で
は
、
権
場
の
本
銭
に
対
す
る
息
銭
（
利
益
）
の
割
合
に
よ
っ
て
主
管
官
の
賞
罰
1

1
磨
勘
の
展

減
ー
ー
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
万
一
赤
字
会
計
の
場
合
に
は
、
総
領
官
が
そ
の
事
由
を
中
央
に
申
奏
し
て
指
揮
を
仰
い
で
責
罰
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

又
、
向
指
／

ω乾
道
一
元
年
一
二
月
十
一
日
で
は
湖
広
の
場
合
で
あ
る
が
、
裏
陽
府
部
城
鎮
の
権
場
を
転
運
使
と
と
も

に
提
領
し
、
権
場
本
銭
を
支
給
し
て
い
る
。
し
か
し
、
権
場
は
総
領
所
の
附
属
機
関
で
は
な
く
、
権
場
収
入
が
総
領
所
経
費
に
充
当
さ

（お）

れ
た
と
い
う
記
事
は
見
当
ら
ず
、
総
領
所
の
財
源
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
知
州
軍
・
通
判
等
が
兼
ね
て
い
た
権
場
業
務
と
国
境
地
帯

の
流
通
政
策
と
を
広
範
閣
に
わ
た
っ
て
統
制
監
督
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

い
わ
ば
権
場
は
国
境
線
上
に
聞
か
れ
た
金

国
と
の
窓
口
で
あ
り
、
金
国
側
の
軍
事
的
な
も
の
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
の
情
報
が
集
ま
っ
て
く
る
場
所
な
の
で
あ
り
、
こ
の
権
場
を
お

さ
え
る
こ
と
は
総
領
所
の
任
務
と
も
関
連
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
先
の
川
で
あ
る
。

同
〈
営
運
業
務
〉



鎮
江
と
准
東
各
地
に
は
大
軍
兵
士
が
駐
屯
ハ
常
駐
）
・
出
成
〈
派
出
）
し
て
お
り
、
常
駐
地
に
は
こ
れ
ら
箪
兵
の
家
族

i
l
「
口
累
」

妻
子
父
母
等
ー
ー
が
居
た
。
兵
士
本
人
の
給
与
だ
け
で
は
家
族
を
養
う
に
は
事
欠
く
こ
と
も
あ
り
、
総
領
所
は
彼
ら
家
族
へ
の
補
助
的

（
釘
）

な
給
付
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
財
源
が
市
易
抵
当
庫
に
よ
る
市
易
・
回
易
・
営
運
と
言
わ
れ
る
一
種
の
金
融
か
ら
の
息
銭
で
あ
っ

（
お
）

た
。
会
職
制
／
盟
掲
げ
照
五
年
五
月
十
一
日
に
は
准
東
西
両
総
領
所
に
各
々
市
易
摩
が
復
置
さ
れ
て
営
運
が
再
開
さ
れ
た
の
が
み
え
、
同

兵
加
／
初
同
六
月
二
十
三
日
軍
賞
に
は
、
朝
廷
封
椿
銭
か
ら
銭
を
出
し
て
両
漸
転
運
司
と
各
総
領
所
に
付
し
て
営
運
さ
せ
、

そ
の
息

銭
で
都
統
司
が
提
出
し
て
き
た
「
家
累
重
大
」
の
人
数
に
従
っ
て
添
給
を
行
う
よ
う
詔
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
果
重
之
人
」
へ
の

准東総領所の機能

給
与
総
額
は
、
同
職
組
／
臼
同
七
年
七
月
二
十
四
日
に
内
外
諸
軍
合
わ
せ
て
毎
年
一
ニ

O
余
万
絹
〈
貫
）
と
あ
り
、
『
文
忠
集
』
瑚
論
措
置

管
運
（
淳
照
七
年
六
月
二
十
四
日
）
に
は
「
淳
照
七
年
b
卦
必
動
、
毎
年
歳
共
合
ν
用
銭
十
六
高
三
千
有
徐
貫
」
と
あ
り
、
割
注
に
は

各
総
領
所
と
両
漸
転
運
司
の
支
給
額
が
載
っ
て
い
る
。
『
文
忠
集
』
の
「
己
支
之
敷
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
て
、
六
月
二
十
四
日
現

在
上
半
年
の
合
計
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
れ
を
倍
す
れ
ば
全
年
の
額
が
出
る
は
ず
で
あ
る
。
十
六
万
三
千
×
2
H
一
ニ
十
ニ
万
六
千
（
余

貫
）
と
な
り
先
の
会
職
の
三

O
余
万
絹
と
合
致
す
る
。
又
割
注
の
数
字
を
倍
す
る
と
、
准
東
総
領
所
の
場
合
、
鎮
江
都
統
可
に
応
副
す

（錫
V

る
額
は
五
万
貫
と
な
る
。
総
領
所
の
財
政
規
模
を
思
え
ば
、
こ
の
五
万
貫
と
い
う
数
自
体
は
、
准
東
総
領
所
に
と
っ
て
は
さ
ほ
ど
重
要

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

的
〈
准
南
鉄
銭
交
子
の
印
造
〉
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国
境
地
域
の
准
南
路
は
、
乾
道
二
年
に
は
鉄
銭
と
鉄
銭
交
子
｜
｜
准
南
交
子
！
ー
が
発
行
さ
れ
、
通
貨
政
策
1

商
品
流
通
上
の
特
殊

（
却
）

地
帯
と
な
っ
て
い
く
が
、
こ
の
鉄
銭
交
子
の
印
造
権
が
同
年
十
一
月
以
後
准
東
・
准
西
両
総
領
所
に
委
ね
ら
れ
る
。
し
か
し
翌
三
年
正

（

但

〉

月
に
は
早
く
も
准
南
交
子
が
回
収
さ
れ
、
准
南
路
に
は
し
ば
ら
く
鉄
銭
と
銅
銭
及
び
銅
銭
交
子
が
通
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
両
総
領
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所
で
の
交
子
の
印
造
も
停
止
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
交
子
の
印
造
が
一
時
的
に
せ
よ
両
総
領
所
に
委
ね
ら
れ
た
の
は
、
両
総
領
所
が
補
給

を
担
当
し
た
の
が
両
准
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
財
政
規
模
が
巨
大
な
も
の
で
あ
り
交
子
の
印
造
運
営
を
任
せ
て
も
十
分
に
対
処
し

得
る
機
能
と
権
限
を
有
し
て
い
た
こ
と
、

そ
し
て
管
下
の
務
場
が
塩
政
機
関
で
あ
る
こ
と

i
l
特
に
建
康
務
場
は
准
南
塩
紗
を
発
売

ー
ー
か
ら
、
他
地
域
と
の
流
通
上
重
要
な
結
節
点
と
な
り
得
た
こ
と
、

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
交
子
印

造
を
財
源
と
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
露
大
な
軍
需
物
資
の
移
送
・
補
給
業
務
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
准
南
の
流
通
政
策
の
統
轄
者

と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
負
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
一
表
現
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。

以
上

ω
1仰
は
、
重
要
度
の
差
は
あ
る
も
の
の
総
領
所
が
そ
の
本
来
の
任
務
に
勝
い
わ
有
し
て
い
た
経
済
的
機
能
で
あ
る
が
、
広
汎

な
権
限
と
莫
大
な
財
源
を
握
っ
て
い
た
た
め
、
特
殊
総
領
所
的
な
も
の
以
外
の
以
下
の
よ
う
な
機
能
も
附
随
的
に
果
し
て
い
た
。

倒
八
救
荒
・
流
民
対
策
〉
、
倒
〈
水
利
輿
修
〉
、
山
川
〈
鎮
江
府
下
民
政
へ
の
関
与
〉

（

必

）

各
種
原
因
に
よ
る
流
民
等
に
対
し
て
准
東
総
領
所
が
所
管
の
米
穀
を
低
価
で
売
却
し
た
り
、
給
付
し
て
い
る
の
は
数
多
く
見
ら
れ
、（

円
相
）

又
准
東
の
流
民
の
疫
病
対
策
の
た
め
、
臨
安
の
和
済
局
か
ら
薬
を
総
領
所
（
恵
民
薬
局
）
に
交
付
し
て
給
散
し
て
い
る
の
も
見
え
る
。

准
東
路
に
対
す
る
こ
う
し
た
救
荒
対
策
は
、
准
東
総
領
所
の
恒
常
的
な
業
務
と
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
准
東
総
領
所
は
鎮

（

H
H）
 

江
・
准
東
の
水
利
輿
修
に
も
携
わ
っ
て
お
り
、
水
利
工
事
の
プ
ラ
ン
を
上
奏
す
る
な
ど
、
特
に
准
東
の
水
利
事
業
の
統
轄
責
任
の
一
端

を
も
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
准
東
総
領
官
が
治
所
鎮
江
府
下
の
戸
口
版
籍
・
受
納
税
租
と
い
っ
た
民
政
に
つ
い
て
具
体
的

（

窃

）

〈

必

）

な
発
言
を
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
総
領
官
寮
洗
は
鎮
江
知
府
も
兼
ね
て
い
た
の
で
あ
り
、
故
に
こ
れ
は
特
殊
事
例

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
注
意
す
べ
き
は
、
本
来
鎮
江
知
府
と
准
東
総
領
官
は
裁
然
と
職
務
・
管
轄
が
分
れ
て
お
り
、

人

が
両
方
を
兼
ね
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
特
に
淳
照
年
間
以
後
に
な
る
と
、
新
旧
知
府
の
交
替
の
聞
に
「
組
領
某
暫
擢
」
「
兼
擢
府
事
」



（

U
）
 

と
い
う
事
態
が
ま
ま
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
嘉
定
以
後
に
は
准
東
総
領
に
よ
る
鎮
江
知
府
兼
任
が
増
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
考
え
る
と
、
薬
洗
は
南
宋
中
後
期
に
お
け
る
准
東
総
領
官
の
在
り
方
を
先
取
り
し
た
も
の
だ
と
も
言
え
る
。

軍
政
的
機
能

総
領
所
は
第
二
次
宋
金
和
議
に
先
立
っ
て
、

一
種
の
軍
閥
勢
力
と
化
し
て
い
た
宣
撫
使
の
兵
を
中
央
の
指
揮
下
に
置
き
、
こ
れ
ら
軍

准東｝総領所の機能

へ
の
補
給
を
軍
と
は
独
立
さ
せ
て
行
う
と
い
う
目
的
で
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
そ
の
機
能
の
第
一
義
的
な
特
色
は
、
前
節

（
川
知
）

で
み
た
よ
う
な
財
政
関
連
の
も
の
で
あ
っ
た
。
総
領
官
は
こ
の
他
「
専
一
報
護
御
前
軍
馬
文
字
」
の
職
を
帯
び
て
お
り
、
軍
事
機
関
で

〈
川
田
）

は
な
く
財
政
機
関
で
あ
っ
た
が
、
軍
政
に
も
発
言
権
を
持
ち
、
箪
H
H
都
統
司
に
対
し
て
監
察
機
関
と
し
て
の
役
割
も
果
し
て
い
た
。

仰
〈
軍
兵
に
対
す
る
種
々
の
給
与
・
賞
与
・
給
付
〉

世
に
補
給
の
無
い
軍
や
兵
士
は
あ
り
得
ず
、
そ
の
意
味
で
都
統
司
大
軍
は
そ
の
生
命
線
を
総
領
所
に
握
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
大

（

印

）

軍
兵
士
に
対
す
る
恒
常
的
給
与
で
あ
る
本
俸
（
熟
券
銭
米
）
と
出
成
時
の
加
俸
（
生
券
銭
米
）
と
い
う
本
来
の
業
務
に
加
え
て
、
軍
兵

（

臼

〉

（

臼

）

（

臼

〉

家
族
へ
の
添
給
、
戦
功
の
あ
っ
た
武
官
・
軍
兵
の
陸
進
に
よ
る
給
与
増
加
分
の
供
出
、
戦
傷
軍
兵
へ
の
塙
設
、
そ
の
他
の
塙
設
、
戦
死

（

弘

）

武
官
・
軍
兵
の
遺
族
へ
の
給
付
等
を
遂
行
し
て
い
る
こ
と
が
史
料
か
ら
窺
わ
れ
る
。

ロ
八
戦
馬
の
購
入
・
選
別
・
登
録
〉

（

邸

）

南
宋
期
の
買
馬
は
主
に
四
川
・
挟
西
と
広
南
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
戦
馬
を
両
准
で
収
買
す
る
場
合
に
は
准
東
・
准
西
両
総
領
所
か
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ら
銭
を
出
し
て
い
た
。
会
兵

m／
氾
隆
輿
二
年
五
月
二
十
七
日
買
馬
上
・
岡
山
ω
／
お
紹
照
三
年
六
月
七
日
買
馬
下
・
岡
山
ω
／
お
嘉
定
十
五
年

十
一
月
十
八
日
よ
り
、
准
東
総
領
所
が
資
金
を
出
し
、
鎮
江
都
統
司
が
准
東
路
で
軍
用
に
適
し
た
馬
を
買
い
上
げ
、
こ
れ
を
総
領
所
が
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詳
細
に
検
査
選
別
し
た
上
で
、
字
号
を
火
印
し
て
、
戦
馬
と
し
て
都
統
司
に
送
り
返
し
、
不
合
格
の
馬
は
総
領
所
が
そ
の
売
却
を
し
て

い
た
の
が
わ
か
る
。
湖
広
の
例
で
あ
る
が
、
隆
輿
・
乾
道
期
に
四
川
・
陳
西
の
綱
馬
は
漢
陽
軍
ま
で
送
ら
れ
、
一
二
街
と
江
上
諸
軍
1
1

鎮
江
・
建
康
都
統
司
等
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
出
向
い
て
歳
額
の
寧
馬
を
受
領
す
る
が
、
こ
の
漢
陽
で
軍
馬
を
養
っ
て
お
く
慈
生
馬
監
の
建

（
白
山
）

造
に
必
要
な
資
材
や
馬
監
官
兵
の
給
与
、
そ
し
て
馬
の
飼
料
で
あ
る
馬
草
・
大
麦
の
支
給
は
全
て
総
領
所
が
担
当
し
て
お
り
、

お
そ
ら

く
准
東
総
領
所
の
場
合
も
馬
監
修
築
に
つ
い
て
は
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
四
川
か
ら
綱
馬
と
し
て
送
ら
れ
る
に

せ
よ
、
准
東
で
買
い
つ
け
る
に
せ
よ
総
領
所
の
手
を
経
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
闘
に
当
る
。

日
〈
兵
器
の
収
蔵
・
管
理
〉

（

幻

）

石
記
序
倒
、
会
職
制
／
必
紹
興
十
二
年
六
月
十
二
日
よ
り
、
鎮
江
と
准
東
州
軍
の
都
作
院
で
製
造
さ
れ
た
武
器
が
毎
月
鎮
江
の
総
領

所
の
甲
伎
庫
に
収
納
さ
れ
、
総
領
所
が
種
類
と
数
量
を
帳
簿
に
つ
け
て
保
管
し
、

そ
の
数
日
を
中
央
へ
報
告
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
当
然
都
統
可
が
教
閲
・
出
成
等
で
新
た
に
武
器
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
全
て
総
領
所
を
経
て
甲
佐
庫
か
ら
交
付
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（

mg）
 

こ
の
他
、
川
駐
屯
兵
・
出
成
兵
が
居
住
す
る
営
案
・
塞
屋
の
類
も
総
領
所
が
銭
物
を
出
し
て
建
造
し
て
お
り
、
市
沿
江
各
都
統
司
水

（

（

関

）

軍
の
戦
船
等
も
、
そ
の
多
く
は
総
領
所
や
そ
の
管
下
の
務
場
か
ら
銭
を
支
給
し
て
補
修
・
建
造
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
官
兵
の
給
与
・
給
付
、
買
馬
、
営
案
修
築
、
造
船
等
の
大
軍
の
全
て
銭
物
の
支
出
を
必
要
と
す
る
事
項
は
、
全
部
准

東
総
領
所
が
担
当
し
て
お
り
、
戦
馬
や
武
器
も
こ
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
こ
こ
を
通
し
て
軍
へ
供
給
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
か

ら
し
て
も
准
東
総
領
所
の
軍
政
に
対
し
て
持
つ
意
味
あ
い
の
重
大
さ
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
加
え
て
（
准
東
）
総
領
所
は
H

兵
士
H

H

武
官
H

の
人
事
そ
の
も
の
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。



市
〈
軍
兵
の
補
充
、
軍
籍
の
保
管
〉

会
職
制
／
日
紹
興
三
十
二
年
四
月
二
十
七
日
に
、

詔
す
ら
く
、
諸
路
大
軍
は
招
牧
し
た
る
人
に
遇
う
ご
と
に
、
並
に
ま
ず
骨
令
ト
長
レ
ハ
」
静
静
一
小
わ
斡
じ
、
骨
ひ
と
に
骨
骨
骨
恥
山
小

れ
い

1

1

1

1

1

1

！

！

1

1

い
れ
ず
み

骨
骨
骨
わ
安
い
や
、

4
V
一
昨
卦
い
h
M
掛
場
一
レ
除
ト
』
や
同
共
わ
骨
骨

P
F勝
争
骨
骨
十
。
そ
の
効
用
等
の
手
面
を
刺
せ
ざ
る
の
人
も
亦

た
劉
衆
に
投
名
の
月
日
を
審
問
し
て
詣
賞
な
ら
し
む
。

．．
 

准東総領所の機能

と
あ
り
、
同
制
／
臼
乾
道
二
年
二
月
四
日
に
、

そ
の

巴
に
指
揮
を
降
し
て
、
三
街
が
軍
兵
・
効
用
を
招
牧
す
る
に
は
、
本
軍
が
植
密
院
に
申
解
し
、
承
旨
司
を
し

、

そ

の

、

て
等
伎
を
用
い
て
人
材
を
審
験
し
て
軍
額
を
刺
填
せ
し
む
。
在
外
の
屯
駐
軍
は
本
路
の
総
領
官
に
委
し
、
こ
れ
に
依
ら
し
む
0

・：

植
密
院
言
へ
ら
く
、

と
あ
り
、
都
統
可
が
新
た
に
一
般
軍
兵
・
効
用
兵
を
募
る
に
は
、
必
ず
総
領
官
が
新
募
の
兵
を
審
査
す
る
原
則
に
な
っ
て
い
た
。
又
、

同
兵
曲
目
／
犯
淳
照
十
三
年
十
月
七
日
軍
賞
、

同
十
六
日
、
同
二
十
七
日
の
各
条
で
は
、
東
南
三
総
領
所
が
都
統
制
等
と
と
も
に
管
下
軍

55 

兵
の
操
選
｜
｜
能
力
資
格
検
査
ー
ー
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
軍
兵
の
補
充
を
握
り
、
同
職
η
／
忽
乾
道
四
年
十
一
月
二
十
二
日
開
降

官
八
「
詔
、
：
：
：
池
州
駐
割
御
前
諸
軍
都
統
制
除
勧
、
特
落
二
軍
職
J

坐
下
牧
口
刺
守
闘
効
用
一
一
恥
ν
侠
二
秒
一
昨
品
目
レ
官
審
験
一
骨
仕
掛
…
皆
y

骨
二
斡
骨
索
骨
肝
v
砂
故
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
面
明
ら
か
に
軍
へ
の
制
肘
役
を
果
す
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

同
兵
股
／
6
紹
興
三
十
二
年
十
二
月
に
「
詔
、
令
乙
吏
部
・
兵
部
牒
引
下
コ
一
衛
及
諸
路
総
領
所
一
開
引
具
自
ニ
紹
輿
三
十
一
年
十
二
月
一
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日
立
功
推
賞
之
後
至
今
降
b

日
揮
日
逐
離
軍
人
数
・
官
位
・
姓
名
・
年
甲
、
申
朝
廷
照
聡
（
験
〉
」
と
あ
る
の
や
、
川
上
氏

一一

t
一

上

二

一

甲

（
印
〉

が
引
か
れ
た
『
宋
史
』
胤
兵
8
隆
輿
二
年
の
条
、
そ
れ
に
先
に
み
た
軍
兵
や
そ
の
家
族
へ
の
支
給
・
軍
賞
と
の
関
わ
り
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に
、
総
領
所
は
軍
籍
を
保
管
し
て
、
軍
兵
各
個
の
姓
名
・
郷
貫
・
官
位
・
年
齢
・
入
隊
の
日
付
け
、
軍
兵
の
種
別
と
現
存
数
、
採

汰
合
格
不
合
格
数
、

日
系
重
大
軍
兵
の
名
と
数
｜
｜
軍
兵
各
人
の
家
族
員
数

l
！
、
軍
兵
の
従
軍
歴
や
戦
功
の
有
無
と
回
数
、
等
を
把

握
し
て
随
時
チ
ェ
ッ
ク
し
、
中
央

l
l
枢
密
院
・
吏
部
・
兵
部
・
戸
部
｜
｜
へ
報
告
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
先
の
刷
闘
に
相
当

す
る
。

げ
〈
軍
政
の
不
正
摘
発
、
武
官
人
事
へ
の
関
与
〉

先
の
時
俊
の
例
や
、
会
刑
2
／
m淳
照
十
六
年
二
月
四
日
禁
約
・
同
2
／
印
紹
照
六
年
五
月
六
日
に
み
え
る
、
大
事
管
下
営
運
銭
の
軍

兵
へ
の
不
正
貸
し
付
け
の
摘
発
、
同
職
辺
／
何
日
乾
道
六
年
十
二
月
十
七
日
都
統
制
に
み
え
る
、
大
軍
統
丘
（
官
の
欠
員
に
際
し
て
陸
差
・

抜
擢
し
た
武
官
の
給
与
銀
の
支
給
を
め
ぐ
る
不
正
の
摘
発
、

の
よ
う
に
総
領
所
は
軍
政
上
の
武
官
の
不
正
事
項
を
監
察
す
る
立
場
に
あ

った。

又
同
幻
／
お
乾
道
元
年
二
月
二
十
日
の
条
の
、
諸
大
軍
で
不
正
に
定
員
外
に
名
目
を
つ
く
っ
て
統
制
官
等
高
級
武
官
を
増
置
し

て
い
る
の
を
弾
劾
す
る
記
事
や
、
同
辺
／
必
同
七
年
二
月
十
六
日
に
、

詔
す
ら
く
、
従
来
帥
臣
は
蓄
弊
に
循
習
し
て
、
改
除
の
際
に
お
い
て
額
外
に
多
く
将
佐
の
層
を
差
し
て
私
思
を
示
さ
ん
と
す
。
内

外
諸
軍
を
し
て
合
に
用
う
べ
き
員
額
を
除
く
の
外
、
徐
は
日
不
（
下
？
）
に
並
に
罷
め
し
む
べ
し
。
今
後
、
準
備
賂
以
上
の
陸
差

有
る
に
遇
は
ば
、
指
揮
に
依
り
て
橿
密
院
・
飽
領
所
に
赴
き
て
審
察
せ
し
む
る
を
除
き
、
そ
の
訓
練
官
以
下
は
：
・

と
あ
る
、
都
統
制
が
属
僚
を
定
員
外
に
多
く
任
命
し
て
、
私
的
な

グ
閉
山
中
“
“

の
関
係
を
彼
ら
と
の
聞
に
つ
く
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ



（

臼

）

ぅ
、
在
外
大
軍
の
準
備
将
以
上
の
差
遣
を
与
え
る
場
合
に
は
そ
の
人
を
総
領
所
で
審
察
さ
せ
て
い
る
の
も
み
え
る
。
同
位
／
U
慶
元
三

年
二
月
十
四
日
で
は
、
や
は
り
準
備
将
以
上
統
制
官
に
至
る
高
級
武
官
の
人
事
・
任
用
に
際
し
て
軍
政
を
さ
ま
た
げ
る
よ
う
な
不
正
の

お
く

な
い
よ
う
、
建
康
の
馬
軍
行
司
と
そ
の
他
江
上
諸
大
軍
の
場
合
は
、
都
統
制
が
「
依
ν
公
選
捧
陸
差
」
し
た
人
物
を
各
総
領
所
に
解
り

赴
か
せ
丸
長
官
向
日
、
総
領
官
が
保
証
し
た
上
で
枢
密
院
に
申
し
て
は
じ
め
て
任
用
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
任
用
後
も
統
制
官
と
統
領

官
は
、
不
定
期
か
つ
ア
ト
ラ
ソ
ダ
ム
に
総
領
所
に
赴
か
せ
て
適
性
審
査
を
受
け
さ
せ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
総
領
所
は
大
軍
高
級
武
官
の

任
用
・
陸
進
に
つ
い
て
不
正
の
摘
発
間
奏
と
い
う
監
察
業
務
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
背
景
と
し
つ
つ
高
級
武
官
の
任
用
を
チ
ェ
ッ
ク
す

准東総領所の機能

る
人
事
的
な
機
能
も
併
せ
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
く
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
武
官
体
系
内
部
に
「
私
思
」
と
い
っ
た
非

官
僚
的
で
私
的
な
人
間
関
係
が
過
度
に
醸
成
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
中
央
が
神
経
を
と
が
ら
せ
、
総
領
所
が
そ
の
監
察
を
し
て
い
る
こ

と
、
南
宋
前
半
期
の
高
級
武
官
人
事
に
お
い
て
、
総
領
所
が
不
可
欠
の
一
要
素
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た

い
。
こ
れ
が
先
の

ω仰
に
当
る
。

（
目
出
）

閣
総
領
所
も
自
ら
の
軍
兵
を
有
す
る
場
合
が
あ
っ
た
が
、
軍
兵
数
も
多
く
な
く
、
、
史
料
上
現
わ
れ
る
の
も
総
領
所
の
時
期
区
分
で
言
う

第
三
期
H
H
変
質
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
宋
前
半
期
に
は
存
在
せ
ず
、
お
そ
ら
く
開
椿
年
間
頃
以
後
出
現
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
（

臼

）

以
上
聞

1
仰
の
軍
政
へ
の
関
与
を
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
例
え
ば
『
皇
宋
中
興
聖
政
』
臼
淳
照
十
四
年
十
一
月
乙
卯
の
条
の
内
容

を
、
そ
の
ま
ま
総
領
所
の
軍
政
機
能
の
全
て
で
あ
る
と
す
る
と
、
や
や
適
切
を
欠
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
総
領
所
に
広
範
で
強
力
な

権
限
を
与
え
て
都
統
司

1
大
軍
か
ら
財
政
機
能
を
独
立
さ
せ
、
同
時
に
こ
の
機
能
を
背
景
に
し
な
が
ら
、
軍
政
の
監
察
機
能
・
人
事
機

能
を
も
併
せ
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
常
に
独
立
化
へ
の
指
向
を
内
在
さ
せ
て
い
た
諸
大
軍
へ
統
制
を
及
ぼ
さ
せ
よ
う
と
い
う
、
中
央
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側
の
意
図
は
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
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情
最
後
に
石
記
序
山
「
凡
関
レ
所
レ
隷
者
、
聴
一
一
其
訟

L
の
内
容
で
あ
る
が
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
直
接
こ
れ
と
関
連
す
る
史
料
は
ほ
と

（

山

田

）

ソ

ハ

ル

ニ

．

ス

ル

も

の

ク

ノ

ヲ

（

間

山

）

ん
ど
見
出
し
得
て
い
な
い
。
「
凡
関
所
隷
者
」
と
土
、
総
領
所
自
身
及
び
附
属
機
関
の
官
・
吏
を
指
し
、
「
聴
3
其

主

」

と

レ

レ

』

二

一

一

は
、
例
え
ば
清
朝
で
い
う
州
県
白
理
の
案
の
如
く
、
民
事
性
の
強
い
戸
婚
国
土
に
関
わ
る
案
件
等
を
、
総
領
官
の
裁
量
で
判
決
を
下
し

処
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

‘、j
 
j
 

結

本
稿
で
は
准
東
総
領
所
の
機
能
ー
ー
そ
の
中
に
は
東
南
コ
一
総
領
所
又
四
川
も
含
め
た
四
総
領
所
に
共
通
す
る
も
の
も
多
く
あ
る
｜
｜

に
つ
い
て
H

確
立
・
安
定
期
H

を
中
心
に
、
財
政
・
軍
政
等
挙
げ
得
る
限
り
の
角
度
か
ら
検
討
し
た
が
、
こ
れ
ら
諸
機
能
の
中
に
も
准

東
総
領
所
が
総
領
所
な
る
が
故
に
有
し
て
い
た
H

本
来
の
機
能
H

と
、
こ
れ
に
付
随
す
る
形
の
又
は
そ
れ
か
ら
派
生
し
て
き
た
と
思
わ

れ
る
機
能
と
が
並
存
し
て
い
た
。
会
職
川
町
／
臼
紹
照
五
年
十
二
月
九
日
の
「
組
領
之
職
、
在
下
於
調
引
度
粧
前
一
稽
判
察
軍
政
上
而
己
」
と

い
う
表
現
や
、
『
可
粛
雑
藁
』
四
奏
湖
南
運
司
合
支
水
脚
の
条
の
「
制
臣
（
H
H
制
置
司
）
管
v
軍
、
銅
臣
（
H
H
総
領
所
）
管
レ
糧
、
漕
臣

（
1
転
運
可
）
管
レ
解
。
租
宗
奮
法
、
中
興
以
来
所
ニ
遵
行
一
者
」
、
そ
れ
に
か
の
「
蓋
又
使
一
一
一
之
輿
引
聞
軍
政
一
不
下
濁
職
二
鮪
観
一
市

（
筋
〉

己
上
」
等
の
表
現
に
、
総
領
所
機
能
の
骨
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。
総
領
所

ρ
本
来
の
機
能
d

と
は
、
沿
辺
大
軍
の
必
要
と
す
る
貨
幣
・

物
資
を
各
地
か
ら
調
達
し
、
そ
れ
を
大
軍
と
軍
兵
に
供
給
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
紹
興
十
二
年
和
議
成
立
後
の
準
軍
事
的
な
国

防
体
制
を
確
立
す
る
た
め
の
最
重
要
の
要
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
本
来
の
任
務
遂
行
を
保
証
す
べ
く
軍
政
監
察
機
能
が
附
加
さ
れ

た
が
、
そ
れ
は
ま
た
中
央
政
権
と
し
て
、
自
立
化
へ
の
芽
を
持
つ
旧
宣
撫
使
管
下
の
兵
を
中
核
と
し
た
諸
大
軍
に
中
央
の
統
制
を
及
ぼ

す
と
い
う
効
能
を
併
せ
持
た
せ
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。
軍
の
兵
姑
を
一
手
に
握
る
総
領
所
に
、
軍
の
監
察
業
務
を
負
わ
せ
る
こ
と



は
さ
ほ
ど
機
能
・
権
限
の
上
で
無
理
な
こ
と
で
は
な
く
、
川
上
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
南
宋
朝
と
し
て
は
一
石
二
鳥
を
ね
ら
っ
た
も

つ
ま
り
、
紹
興
十
一
年
の
設
立
当
初
に
お
い
て
准
東
総
領
所
は
す
で
に
本
来
の
機
能
で
あ
る
財
政
機
能

l
！

ωω

の
だ
と
言
え
よ
う
。

同
附
間
問
団
四
i

ー
ー
に
、
二
次
的
な
軍
政
監
察
機
能

l
l
側
聞
ー
が
萌
芽
的
に
附
加
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の

機
能
、
特
に
前
者
を
背
景
と
し
つ
つ
凶
問
問
倒
防
帥
間
側
仰
が
派
生
的
に
加
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

・王
〈

1
〉

准東総領所の機能59 

（

2
）
 

山
内
正
博
「
南
宋
総
領
所
設
置
に
関
す
る
一
考
察
（
講
）
」
（
「
史
製
雑
誌
」
六
四

i
一
一
一
、
一
九
五
五
、
八
一

i
八
二
一
賞
三
井
手
達
郎
「
総

領
考
H
」
（
『
埼
玉
大
学
紀
要
教
育
学
部
篇
』
五
、
一
九
五
六
、
一
二
一
r
｝
三
二
頁
）
。
内
河
久
平
「
南
宋
総
領
所
考
」
（
『
史
潮
』
七
八
・
七
九

合
併
号
、
一
九
六
二
、
一
J
e
－－

L
一
六
頁
）
。
川
上
恭
司
「
南
宋
の
総
領
所
に
つ
い
て
」

Q
待
兼
山
論
叢
』
一
二
史
学
篤
、
一
九
七
八
、
一
〈
二
一
九

頁
）
。
近
藤
一
成
「
南
宋
屯
軍
文
書
考
」
（
『
史
観
』
一

O
五
、
一
九
八
一
、
二

1
一
八
頁
）
。
伊
原
弘
「
南
宋
総
領
所
の
任
用
官
」
（
『
ア
ジ
ア

の
教
育
と
社
会
』
、
一
九
八
一
二
、
二
一
六
j
一一一一八頁〉
o

郭
正
忠
「
南
宋
中
央
財
政
貨
市
歩
牧
考
緋
」
（
『
宋
遼
金
史
論
叢
』
一
、
一
九
八
五
、

一
六
八
j
一
九
一
頁
〉
o

弦
星
久
「
美
子
南
宋
戸
部
与
鼠
領
所
的
美
系
」
（
「
中
国
史
研
究
』
一
九
八
七
年
第
四
期
、
九
j
一
六
頁
）
。

本
稿
と
の
関
わ
り
で
言
え
ば
、
内
河
氏
は
各
総
領
所
の
軍
事
費
の
供
給
範
囲
と
上
供
銭
物
の
起
援
範
囲
の
概
略
、
格
貨
務
都
茶
場
・
甲
佼
庫

・
婚
軍
酒
庫
・
市
易
抵
当
庫
等
の
所
属
機
関
の
職
掌
を
考
察
し
て
お
ら
れ
、
川
上
氏
は
正
税
・
雑
税
・
塩
課
・
茶
諜
・
格
酷
・
紙
幣
発
行
・

屯
営
団
経
営
・
営
運
等
を
総
領
所
の
財
源
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し
、
軍
兵
へ
の
支
給
や
買
烏
・
漕
運
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
考
察
し
て

お
ら
れ
る
。
又
、
川
上
氏
は
分
析
・
解
説
は
さ
れ
て
お
ら
れ
な
い
も
の
の
、
各
総
領
所
に
つ
い
て
か
な
り
詳
細
な
仰
給
地
図
を
作
成
さ
れ
て

い
る
o

本
稿
で
利
用
し
た
史
料
で
、
河
内
、
川
上
両
氏
も
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。
『
宋
曾
要
輯
稿
』
織
官
狙
／
H
H

回
目
顔
、
同
組
／
日
開

紹
興
十
二
年
六
月
十
二
日
、
同
H
U

／
必
向
二
十
七
年
七
月
二
十
四
日
、
同
制
／
臼
乾
道
元
年
八
月
二
十
五
日
、
同
H
M

／

ω淳
照
五
年
五
月
十

一
日
、
同
川
町
／

ω嘉
定
十
五
年
正
月
二
日
、
同
食
貨
初
／
刊
日
紹
興
十
三
年
九
月
十
日
、
同
お
／
弘
同
十
二
年
五
月
四
日
、
同
兵
5
／
初
隆
輿
元

年
四
月
一
日
。
『
宋
史
』
お
乾
道
二
年
十
一
月
己
菌
、
同
出
隆
輿
二
年
の
条
。
『
皇
宋
中
興
聖
政
』

mm
淳
照
十
四
年
十
一
月
乙
卯
。
『
建
炎
以
来

（

3
）
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（

4
）
 

報
野
雑
記
』
甲
集
日
総
領
諸
路
財
斌
、
同
げ
権
貨
務
都
茶
場
。
『
景
定
建
康
志
』
幻
城
閥
士
山
4
管
案
。
『
盤
洲
文
集
』
H

U

Z

令
潜
臣
備
競
線
運

舟
船
街
子
、
同
乞
添
総
領
江
漸
財
賦
宇
都
子
。
「
文
忠
集
』
凶
論
措
置
管
運
。
『
可
粛
雑
藁
』
活
出
帥
経
理
裏
焚
奏
。
「
永
集
大
典
』
一
四
六
二

六
部
吏
部
に
引
く
『
吏
部
俊
法
』
。

史
料
は
断
片
的
で
あ
り
、
故
に
特
に
軍
政
機
能
に
お
い
て
は
実
一
証
内
容
も
三
或
い
は
四
総
領
所
を
一
ま
と
め
に
し
て
論
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
も
存
在
す
る
。
又
本
稿
で
は
、
東
南
コ
一
総
領
と
し
て
史
料
上
一
括
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
准
西
・
湖
広
総
領
一
所
か
ら
の
援
用
・
敷
街
に
は
慎

重
を
期
し
、
状
況
が
か
な
り
異
な
る
四
川
総
領
所
（
利
州
）
の
記
事
の
引
用
は
原
則
的
に
さ
け
る
。

以
下
本
文
中
で
は
石
記
序
と
略
称
す
る
。
題
名
記
を
参
照
し
て
文
字
の
異
同
を
適
宜
訂
正
し
た
。
石
記
序
中
の
京
口
は
鎮
江
の
こ
と
。

側
、
同
は
宮
の
ラ
ン
グ
・
位
置
を
示
す
が
、
機
能
そ
の
も
の
で
は
な
い
の
で
こ
こ
で
は
除
く
。

註〈
2
）
参
照
。
財
政
規
模
そ
し
て
、
上
供
銭
米
・
和
擢
等
、
准
東
総
領
所
銭
物
の
仰
給
地
・
仰
給
量
の
細
か
な
復
一
冗
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予

定
。
『
史
事
雑
誌
』
九
六

l
一
二
、
八

O
頁
の
史
学
会
第
お
回
大
会
東
洋
史
部
会
の
筆
者
の
口
頭
発
表
要
旨
参
照
。

前
掲
弦
論
文
一
一
一
一
頁
参
照
。

会
食

ω／
幻
隆
興
二
年
八
月
三
臼
、
同
山
田
／
m
M

乾
道
四
年
三
月
二
十
六
日
。

会
食
H
M
／
3
淳
照
二
年
十
月
二
日
、
同
H
U
J
／
店
淳
照
十
コ
一
年
八
月
二
十
四
日
、
同
州
制
／
泌
紹
興
三
十
二
年
五
月
四
日
。

会
食
却
／
泌
総
興
三
十
二
年
五
月
四
日
、
同
州
制
／
必
乾
道
二
年
七
月
一
目
、
同
州
制
／
必
同
五
年
七
月
二
日
、
同
必
／
昭
同
七
年
八
月
十
七
日
同

日
、
同
位
／
6
淳
照
五
年
七
月
二
日
、
同
六
年
正
月
十
七
日
。

会
職
制
／
必
紹
興
二
十
七
年
七
月
二
十
四
日
、
同
組
／
臼
乾
道
一
万
年
八
月
二
十
五
日
、
向
、
選
初
／
1
紹
興
十
三
年
九
月
二
十
八
日
、
同
初
／
幻

乾
道
六
年
六
月
十
七
日
、
『
盤
洲
文
集
』
H
U

乞
添
嫡
総
領
江
掘
削
財
賦
字
筋
子
（
任
准
東
総
領
日
）
。

会
職
位
／
日
乾
道
四
年
二
月
二
十
九
日
、
同
必
／
お
同
五
月
二
十
九
日
、
同
食
山
田
／
位
同
コ
一
月
二
十
六
日
。

会
職
位
／
お
乾
道
四
年
二
月
二
十
九
日
、
同
位
／
臼
紹
熊
三
年
七
月
十
二
日
。

会
職
必
／
回
淳
照
一
克
年
四
月
十
七
日
、
同
制
／
山
田
嘉
泰
二
年
十
月
一
日
、
同
但
／
筋
向
間
十
二
月
三
十
一
日
。

小
岩
井
弘
光
「
南
宋
大
軍
倉
管
見
」
（
『
集
刊
東
洋
学
」
一
一
一
一
、
一
九
七
四
、
二
三
子
｝
一
五
六
頁
〉
0

会
職
位
／

ω嘉
定
十
五
年
正
月
二
日
、
『
永
築
大
典
』
一
四
六
二
六
部
吏
部
に
引
く
『
吏
部
係
法
』
o

『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
U
権
貨
務
都
茶
場
、
同
准
東
西
湖
康
総
領
所
。
川
上
氏
は
前
掲
論
文
九
j
一
O
頁
で
「
准
東
・
准
西
の
両
総

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
〉

（叩）
（日〉

（ロ）
（日〉

（

M
〉

ハお）

（
日
出
）

（

げ

）

（
叩
凶
）
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（

m
U
〉

ハ
初
〉

領
所
と
も
塩
課
へ
の
依
存
度
が
極
め
て
高
か
っ
た
」
と
さ
れ
る
が
、
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
た
だ
、
准
東
総
領
所
収
入
の
印
形
ほ
ど
と
述
べ

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
米
穀
類
の
収
入
を
除
く
銭
立
て
歳
費
の

ω勉
強
と
言
う
の
が
正
確
で
あ
る
。

草
野
靖
「
南
宋
時
代
の
准
滋
塩
紗
法
」
（
『
史
淵
』
八
六
、
一
九
六
一
、
一
二
三
j
一
五
回
頁
、
特
に
二
ニ

0
1
一一一一七頁）。

す
乙
h
a

そ
の
意
味
で
石
記
序
相
の
「
頗
る
」
は
「
少
し
く
」
「
や
や
」
「
ま
ま
」
と
読
む
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
劉
浜
『
助
字
雄
前
略
』
巻
三
頗
の
条
参

照
。
准
南
塩
収
益
が
准
東
総
領
所
に
移
用
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
会
食
釘
／
店
隆
興
二
年
八
月
九
日
、
同
U
／
幻
乾
道
二
年
五
月
二
日
其
後
。

内
河
論
文
一
五

i
一
六
頁
、
川
上
論
文
一
九
頁
。

会
職
但
／
部
淳
照
四
年
七
月
二
十
四
日
、
河
川
町
／

ω慶
元
元
年
正
月
五
日
、
同
食
幻
／
お
乾
道
七
年
六
月
十
七
日
、
同
幻
／

ω同
八
年
八
月
二

十
九
日
。

武
田
金
作
「
宋
代
の
権
酷
に
就
い
て
」

H
・
同
〈
『
史
学
雑
誌
』
四
五
｜
五
・
六
、
一
九
三
四
、
一

i
一
一
一
六
・
三
八

1
八
七
頁
）
。
内
河
一
四

頁
、
川
上
一
一

j
一
二
頁
。

会
食

m／
回
紹
輿
十
三
年
九
月
十
日
、
同
幻
／
7
乾
道
四
年
十
月
十
八
日
、
同
幻
／
9
同
六
年
八
月
二
十
八
日
、
同
七
年
三
月
十
日
。

周
藤
吉
之
「
南
宋
に
於
け
る
屯
田
・
管
田
官
涯
の
経
管
」

Q
中
鼠
土
地
制
度
史
研
究
』
一
九
五
三
、
二
九

O
j三
八
四
頁
〉
。
梅
原
郁
「
南

宋
准
南
の
土
地
制
度
試
探
」
「
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
一
aa

－
－
四
、
一
九
六
三
、
二
六
j
五
七
頁
〉
。

会
食
3
／
1
紹
興
十
三
年
八
月
三
日
。

会
食
3
／
2
紹
興
十
八
年
十
一
月
九
日
。

会
食
3
／
日
乾
道
元
年
五
月
十
八
日
。

会
食
3
／
5
紹
興
二
十
九
年
九
月
一
目
。

会
食
3
／
路
乾
道
三
年
二
月
十
三
日
。

会
食
3
／
路
乾
道
一
二
年
六
月
十
三
日
。

註
ハ
泊
）
に
同
じ
。

会
食
3
／

m隆
輿
元
年
七
月
四
日
。

前
掲
山
内
「
南
宋
総
領
所
設
置
に
関
す
る
一
考
察
（
講
）
」
参
照
。

加
藤
繁
「
宋
と
金
図
と
の
貿
易
に
就
い
て
」
（
一
九
三
七
年
初
出
、
の
ち
『
支
那
経
済
史
考
謹
』
所
収
、
二
四
七

1
二
八
三
一
長
）
。
外
山
軍
治

（
出
品
〉

〈辺〉

〈

幻

）

（

剖

）

〈お〉
（お〉
ハ
幻
〉
（お〉
（叩却）
（叩剖）
（川叫〉

〈

沼

）

ハお）
（引叫）
（お〉
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（お）
（幻〉

『
金
弱
史
研
究
』
〈
一
九
六
四
、
コ
一
八
四
j
一
二
八
七
頁
）
。
川
上
論
文
一
五
頁
。
な
お
権
場
は
好
胎
軍
の
他
に
も
設
置
さ
れ
て
い
た
。

会
食
お
／
M
紹
興
十
二
年
五
月
四
日
、
同
総
／
却
隆
興
二
年
十
二
月
十
八
日
。

特
に
「
累
重
」
「
口
累
重
大
之
家
」
「
日
系
重
人
」
と
い
わ
れ
る
家
族
員
数
が
5
口
を
こ
え
る
場
合
。
会
兵
加
／
お
淳
照
六
年
七
月
十
九
日
、

同
八
月
十
四
日
。

吉
田
寅
「
宋
代
の
回
易
に
つ
い
て
L
Q史
潮
』
五
二
、
一
九
五
問
、
二
一
二
j
三
二
一
貝
）
。
内
河
（
一
七
頁
）
、
川
上
〈
一
四
j
一
五
頁
〉
両
氏

に
指
摘
が
あ
る
が
、
兵
士
家
族
へ
の
給
付
と
い
う
観
点
は
な
い
。

川
上
氏
は
同
史
料
を
用
い
、
日
万
貫
と
し
て
お
ら
れ
る
。

「
宋
史
』
お
乾
道
二
年
十
一
月
己
酉
。
草
野
靖
「
南
宋
行
在
行
子
の
発
展
」
上
・
下
（
『
東
洋
事
報
』
四
九
｜
一
・
二
、
一
九
六
六
、
一

j

四
一
・
三
九

i
七
五
頁
、
特
に
下
四
八
頁
〉
。

草
野
靖
「
南
宋
時
代
准
東
路
の
通
貨
問
題
」
ハ
『
東
洋
翠
報
』
四
四
回
、
一
九
六
二
、
コ
二

j
七
三
真
、
特
に
二
九
頁
〉
。

会
食
閉
山
／
回
紹
輿
十
三
年
二
一
月
十
八
日
、
同
協
／
2
隆
興
二
年
八
月
二
十
日
、
間
切
／
4
乾
道
元
年
二
月
八
日
、
同
町
ω
／
6
同
五
年
四
月
十
四

日
、
同
十
月
十
八
日
、
同
開
／

m同
七
年
八
月
二
十
五
日
。

会
食
間
四
／
川
町
隆
興
二
年
十
二
月
二
十
六
日
。

会
食
山
山
／
雌
淳
照
七
（
二
？
一
二
？
）
年
十
月
二
日
、
同
臼
／
間
同
五
年
間
六
月
二
十
四
日
、
同
六
年
四
月
三
日
。

会
食
飴
／
ロ
乾
道
七
年
十
月
一
日
。

『
嘉
定
鏡
、
江
士
官
官
M

宋
潤
州
太
守
。

『
至
順
鎮
江
志
」
店
宋
太
守
。

会
職
但
／
必
冒
頭
、
同
勾
／
必
紹
興
十
一
年
五
月
四
日
。

川
上
氏
は
専
一
報
発
御
前
軍
馬
文
字
に
つ
い
て
は
詳
し
く
触
れ
て
は
お
ら
れ
な
い
が
、
「
将
帥
の
推
挙
、
軍
官
の
不
正
摘
発
、
総
領
所
独
自

の
軍
隊
の
保
有
の
た
め
も
あ
る
が
、
主
な
目
的
は
軍
籍
の
稽
査
権
に
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
。

安
部
健
夫
「
生
熟
券
支
給
制
度
略
考
」
（
一
九
一
一
一
一
年
初
出
、
の
ち
『
一
冗
代
史
の
研
究
』
所
収
、
三
一
九
j
コ
一
六
二
頁
）
。
小
岩
井
引
光
「
南

宋
大
軍
兵
士
の
給
奥
銭
米
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
一
二
五

i
四
、
一
九
七
七
、
八
七
j
一
一
七
真
可
川
上
論
文
一
七
j
一
八
頁
。

会
丘
（
同
日
／
ロ
隆
興
一
万
年
十
月
六
日
、
同
十
五
日
。

〈叫叩）

〆「／ヘ

40 39 
~、ノ

（

4
〉

（
川
悩
〉

（必）
（必）
（必〉
〈必）

（
円
引
〉

（必）

（
川
崎
）

（印）
（口む
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（回〉
（臼〉

会
兵

m／
必
紹
興
三
十
二
年
四
月
五
日
。

会
兵
5
／
加
隆
輿
元
年
四
月
一
日
、
同
5
／
川
崎
乾
道
六
年
四
月
二
十
五
日
、
同
mm
／
担
淳
照
六
年
三
月
十
七
日
。
『
盤
洲
文
集
』
狙
支
解
軍
兵

犠
設
街
子
。

会
兵

m／
担
淳
照
六
年
四
月
二
十
一
日
。

曽
我
部
静
雄
「
宋
代
の
馬
政
」
（
『
宋
代
政
経
史
の
研
究
』
一
九
七
回
、
六
回
j
一
四
四
頁
〉
。
李
天
鳴
『
宋
元
職
史
』
伺
〈
食
貨
出
版
社
、

一
九
八
八
）
一
六
一
一
一
六

1
一
六
四
四
頁
。

会
兵
匁
／
ロ
隆
輿
元
年
十
二
月
三
十
日
、
問
幻
／
日
乾
道
四
年
正
月
二
十
九
日
。

石
記
序
の
「
諸
軍
」
、
宋
会
要
に
見
え
る
「
逐
軍
」
の
軍
を
、
こ
こ
で
は
行
政
単
位
の

4
ヂ
と
解
し
、
府
州
軍
の
意
と
し
た
。
武
器
製
造

に
つ
い
て
は
千
葉
契
「
北
宋
の
兵
器
工
業
」
（
『
東
洋
史
学
論
集
』
五
上
、
一
九
五

O
、一

j
六
九
頁
〉
。
古
林
森
広
「
宋
代
の
官
営
武
器
工

業
」
〈
『
史
学
研
究
三
十
周
年
記
念
論
叢
』
七
七
・
七
八
・
七
九
合
併
号
、
一
九
六

O
、
四
二
八
j
四
四

O
頁〉。

会
兵
6
／
鴎
隆
輿
二
年
三
月
十
七
日
。

会
食
関
／
泌
淳
照
六
年
六
月
二
十
三
日
、
同
九
月
二
十
二
日
。

「
隆
輿
二
年
、
殿
前
司
言
、
諸
軍
法
、
兵
級
年
六
十
、
将
校
年
六
十
五
、
減
充
剰
員
給
請
。
内
有
戦
功
亦
止
半
給
。
比
来
年
及
不
奥
減
落
。

乞
、
毎
管
置
籍
、
郷
貫
・
年
甲
・
招
刺
日
月
悉
書
之
、
一
留
本
管
、
一
留
戸
部
、
一
留
総
領
、
以
備
開
落
。
」

李
天
鳴
前
掲
書
一
五
二

O
j
一
五
二
二
頁
、
特
に
一
五
二
二
頁
の
附
表
品
川
八
「
南
宋
都
統
司
編
制
表
」
参
照
。

会
兵
却
／
H
H

嘉
定
十
五
年
正
月
十
六
日
に
「
諸
路
鱒
領
所
忠
義
官
兵
」
と
み
え
、
『
可
粛
雑
藁
』
店
出
帥
経
理
嚢
焚
奏
に
は
「
締
領
所
勇
勝
軍

一
千
五
百
人
」
と
、
『
景
定
建
康
士
山
』
怨
城
陽
士
山
4
管
築
に
「
准
西
江
東
軍
馬
銭
糧
所
纏
効
軍
築
四
所
」
と
あ
る
。
又
、
李
天
鳴
一
五
八
二

．
一
五
八
四
j
一
五
八
五
頁
に
も
総
領
所
所
属
の
軍
が
見
え
る
が
、
や
は
り
開
祷
以
後
の
事
例
で
あ
り
、
准
東
総
領
所
に
関
す
る
も
の
は
な

’u
 
「
進
呈
准
西
纏
領
越
汝
誼
韓
究
到
馬
軍
行
司
回
易
等
事
。
上
回
、
諸
軍
今
後
如
有
違
反
、
令
線
領
所
覚
察
以
問
。
施
師
貼
等
奏
、
線
領
衝
位

帯
専
一
報
褒
御
前
軍
馬
文
字
、
正
是
此
意
。
」

管
見
の
限
り
で
は
会
食
切
／
お
嘉
定
十
二
年
三
月
三
日
に
、
江
西
の
綱
運
の
檎
工
が
転
運
可
を
総
領
所
！
i
湖
広
も
し
く
は
准
西
！
ー
に
訴

え
て
い
る
の
が
み
え
る
。

（臼〉

〈
白
州
〉

（
日
叩
〉

（
閉
山
）

（
四
叫
）

（

m抑
）

（

ω〉
（日〉
（回〉

ハ臼）

（

倒

）
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（

臼

〉

滋
賀
秀
二
一
『
清
代
中
国
の
法
と
裁
判
』
（
一
九
八
四
）
一
一
一
一
一
j
二
九
頁
（
初
出
一
九
六

O
〉、

一
克
端
『
吏
撃
指
南
』
獄
訟
の
条
冒
頭
に
は
「
雫
罪
臼
獄
、
府
宇
財
日
訟
」
と
あ
る
。

会
職
位
／
必
冒
頭
。

二
六
三
j
二
六
五
頁
（
初
出
一
九
八
一
）
。

（
付
記
）
本
稿
は
、
筆
者
が
一
九
八
七
年
一
月
に
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
提
出
し
た
修
土
論
文
の
一
部
で
あ
り
、

学
の
斯
波
義
信
、
大
阪
大
学
の
漬
島
敦
俊
両
教
授
の
御
指
導
と
助
言
に
負
っ
て
い
る
。

（

“

〉

徐

そ
の
多
く
を
東
京
大

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）


